
　６月１日㈮小赤沢の苗場神社において、秋山郷
を代表する、苗場山、鳥甲山、佐武流山の山開き
が行われました。
　登山客の安全と豊作を祈る神事が執り行なわれ、
当日参加した方々には、竹の子汁が振る舞われました。
　登山の際は、登山計画書や必需品を必ず備え、
安全な登山ができるよう心がけましょう。

～苗場山山開き～ 主な内容
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■市町村駅伝についてほか
■村内山菜放射線物質測定結果ほか
■交通事故０（ゼロ）1000日表彰ほか
■震災埋め立てゴミ処理対応ほか
■老人クラブたより
■保健だより
農業委員会だより「のぞみ」（第81号）
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長
野
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
・

小
学
生
駅
伝
大
会
へ
出
場

村
の
部
第
2
位
で
歴
代
最
高

順
位
を
記
録
し
ま
し
た
‼

第
12
回
栄
村
駅
伝
大
会

初
夏
の
村
内
を
走
ろ
う
！

　
４
月
28
日
㈯
に
松
本
平
広
域
公
園
陸

上
競
技
場
と
そ
の
周
辺
で
開
催
さ
れ
た

市
町
村
対
抗
駅
伝
「
一
般
の
部
」「
小

学
生
の
部
」
に
今
年
も
出
場
し
ま
し

た
。
さ
か
え
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
陸
上

ク
ラ
ブ
が
中
心
と
な
り
チ
ー
ム
編
成
を

行
い
、
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。

　
小
学
生
は
出
場
し
た
63
チ
ー
ム
中
61

位
の
成
績
で
し
た
。
い
つ
も
と
違
う
環

境
で
多
く
の
声
援
を
受
け
、
緊
張
す
る

中
で
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
、
良
い
経
験
が
で

き
ま
し
た
。

　
一
般
の
部
で
は
、56
チ
ー
ム
中
24
位
、

村
の
部
で
は
歴
代
最
高
順
位
の
2
位
入

賞
を
果
た
し
、
優
秀
な
成
績
を
残
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
村
の
部
1
位
の
松

川
村
（
22
位
）
と
は
1
分
7
秒
差
と
い

う
僅
差
の
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
来

年
こ
そ
悲
願
の
村
の
部
優
勝
に
期
待
が

か
か
り
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
駅
伝
大
会
の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し

ま
す
。
お
友
達
や
職
場
の
仲
間
と
走
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
開
催
日
時

　
平
成
30
年
7
月
8
日
㈰

　
9
時
30
分
ス
タ
ー
ト

◇
コ
ー
ス

　
北
野
地
区
〜
横
倉
地
区

　（
6
区
間
　
12
・
3
㎞
）

◇
参
加
資
格

・
村
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
、
も
し
く

は
村
内
出
身
者
の
小
学
生
以
上
の
健

康
な
方
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
。
な

お
、
小
学
1
年
〜
3
年
生
が
参
加
可

能
な
区
間
は
2
区
及
び
３
区
と
し

ま
す
。

◇
チ
ー
ム
編
成

・
責
任
者
1
名
（
選
手
兼
可
能
）

※
責
任
者
は
20
歳
以
上
の
方
に
限
り

ま
す
。

・
選
手
6
名
、
補
欠
2
名
以
内

※
複
数
チ
ー
ム
で
の
参
加
の
場
合
補
欠

選
手
の
重
複
を
認
め
ま
す
。

◇
申
し
込
み
方
法

　
6
月
18
日
㈪
ま
で
に
教
育
委
員
会
事

務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
　
　

　
　
　
　

《
一
般
の
部
出
場
メ
ン
バ
ー
》

1
区
　
月
岡
こ
ま
ち
　（
森
）

2
区
　
髙
橋
優
豪
　（
青
倉
）

3
区
　
宮
川
健
太
　（
野
田
沢
）

4
区
　
島
田
康
陽
　（
泉
平
）

5
区
　
島
田
佳
祐
　（
青
倉
）

6
区
　
廣
瀬
若
菜
　（
森
）

7
区
　
上
倉
琉
希
　（
横
倉
）

8
区
　
広
瀬
竜
也
　（
森
）

9
区
　
藤
木
政
貴
　（
極
野
）

《
小
学
生
の
部
》

1
区
　
廣
瀬
菜
央
　（
森
）

2
区
　
関
谷
　
煌
　（
月
岡
）

3
区
　
小
林
香
里
奈
　（
白
鳥
）

4
区
　
福
原
弥
夢
　（
小
赤
沢
）

▶
小
学
生
ア
ン
カ
ー
を
務
め
た

　
福
原
弥
夢
さ
ん
（
右
）

▶
選
手
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

▶
区
間
９
位
の
力
走
を
見
せ
た

　
広
瀬
竜
也
さ
ん
（
右
か
ら
2
番
目
）
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平
成
30
年
度

村
内
産
山
菜
類
放
射
性
物
質

測
定
結
果
に
つ
い
て

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の

出
没
に
つ
い
て

栄
村
薪
ス
ト
ー
ブ
等

購
入
費
補
助
金
に
つ
い
て

　
今
年
は
4
年
に
1
度
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
の
大
量
出
没
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

村
で
は
、
栄
村
猟
友
会
と
協
力
し
、
被

害
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
山
中
へ

の
タ
ケ
ノ
コ
採
り
や
散
策
の
際
に
、
や

む
を
得
ず
遭
遇
し
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
と
の
遭
遇
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
ま
た
万
が
一
遭
遇
し
て
し

ま
っ
た
際
の
対
応
と
し
て
、
次
の
こ
と

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

①
山
中
や
山
際
に
近
づ
く
際
に
は
、
決

し
て
単
独
で
は
行
動
せ
ず
複
数
人
で

行
動
す
る
。

②
単
独
で
行
動

す
る
場
合
に

は
、
撃
退
す

る
た
め
の

1
0
0
㎝
程

度
の
丈
夫
な

棒
や
ラ
ジ
オ

等
を
携
帯

す
る
。

　
村
で
は
、
地
域
温
暖
化
防
止
対
策
の

一
つ
と
し
て
、
地
域
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
有
効
活
用
及
び
そ
の
普
及
を
促
進

す
る
た
め
、
今
ま
で
の
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト

ー
ブ
の
他
に
薪
ス
ト
ー
ブ
の
設
置
に
要

す
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

◇
対
象
者

　
自
ら
居
住
し
、
も
し
く
は
居
住
す
る

予
定
の
村
内
の
住
宅
に
薪
ス
ト
ー
ブ
等

を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
。

◇
補
助
金
額

　
補
助
率
は
、
薪
ス
ト
ー
ブ
等
の
設
置

に
要
し
た
経
費
の
2
分
の
1
以
内
。
た

だ
し
、
20
万
円
を
限
度
と
す
る
。

◇
そ
の
他

　
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
及
び
薪
ス
ト
ー

ブ
と
も
補
助
対
象
と
な
る
製
品
の
規
格

等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
に
は
先
着
順
と

な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
産
業
建
設
課
　
産
業
振
興
係

　
☎
０
２
６
９
―

８
７
―

３
１
１
３

【
問
合
せ
先
】

　
産
業
建
設
課
　
産
業
振
興
係

　
☎
０
２
６
９
―

８
７
―

３
１
１
３

　
栄
村
産
山
菜
類
の
放
射
性
検
査
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
か
ら
わ

ず
か
な
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
食
品
衛
生
法
の
基
準
値

（
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
）
を
下
回
っ

て
お
り
、安
全
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
食
品
か
ら
受
け
る
放
射
線
量
の
上
限

を
、年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
し
て
、

幼
児
か
ら
大
人
ま
で
が
１
年
間
に
食
品

か
ら
受
け
て
も
安
全
と
し
て
設
定
さ
れ

た
数
値
で
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
産
業
建
設
課
　
産
業
振
興
係

　
☎
０
２
６
９
―

８
７
―

３
１
１
３

そ
も
そ
も
基
準
値

１
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
と
は
？

検体名 放射性ヨウ素
I-131

放射性セシウム
Cs-134

放射性セシウム
Cs-137 合計 採取日

ふきのとう① 不検出 不検出 不検出 不検出

4月23日

ふきのとう② 不検出 不検出 不検出 不検出

コシアブラ① 不検出 不検出 28 28

コシアブラ② 不検出 不検出 14 14

コゴミ① 不検出 不検出 不検出 不検出

コゴミ② 不検出 不検出 不検出 不検出

葉ワサビ 不検出 不検出 不検出 不検出

ワラビ① 不検出 不検出 不検出 不検出

タラの芽 不検出 不検出 不検出 不検出

ゼンマイ 不検出 不検出 不検出 不検出

ワラビ② 不検出 不検出 不検出 不検出

5月21日

竹の子 不検出 不検出 不検出 不検出

山ウド 不検出 不検出 不検出 不検出

行者にんにく① 不検出 不検出 不検出 不検出

行者にんにく② 不検出 不検出 不検出 不検出
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一般介護予防事業のお知らせ
いつまでも地域の中で元気に暮らすためには、地域全体で健康づくりや介護予防に取り組むこ
とが大切です。村でも元気でいるための取り組みを行います。是非、ご参加ください。

Ｈ30発達障害支援フォーラムの開催について

いま　私たちができること
星野仁彦（福島学院大学副学長・医学博士）
岸田丈子（飯山小学校ＬＤ等通級教室担当教諭）
保 護 者（長野ＬＤ等発達障がい児・者親の会「よつばの会」北信支部長）
司会　藤澤里美（飯山養護学校教頭）

特性を生かして自分らしく生きるテーマ

平成30年７月７日㈯　13時～16時30分（受付開始12時30分）日　時

中野市豊田文化センター（中野市豊津2509）会　場

シンポジウム

主　　　　催／北信地域障がい福祉自立支援協議会　そだちネットワーク部会
申込・問合せ／ 6月22日㈮まで（定員300人になり次第、申込を締め切ります）
　　　　　　　北信圏域障害者総合相談支援センター　ぱれっと　　電話：0269-233-3525　FAX：0269-23-3521

発達障がい児・者をよく理解してサポートするとは
～生きづらさを感じている人のために～
星野仁彦 氏　（福島学院大学副学長・医学博士）

講　演

詳細は各事業チラシまたは介護支援係でご確認ください。
介護支援係（栄村地域包括支援センター）　☎87－3301

各地区公民館を使って、運動や脳トレをしたり、おいしいお茶菓子を食べながらお茶のみをします。

●お達者会

高齢者総合福祉センターで運動やレクリエーションを行います。

●いきいきサロン

村内のウォーキングコースを楽しくめぐります。

●元気アップ教室

各地区のグループ活動の場等で健康でいるためのコツを学んでみてはいかがですか。

●健康アップ出張講座

さまざまな事業に参加して、健康とお得をゲットしましょう。

●健康づくり事業参加カード

一般介護予防事業のお知らせ

Ｈ30発達障害支援フォーラムの開催について
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交
通
死
亡
事
故
0
（
ゼ
ロ
）

1
0
0
0
日
表
彰
を
受
け
ま
し
た

平
成
30
年
度

栄
村
交
通
安
全
協
会
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

６
月
は
不
正
改
造
車

排
除
強
化
月
間

▲伝達式終了後の記念撮影

▲新会長関澤秀昭氏 ▲旧会長南雲均氏

　
5
月
16
日
㈬
栄
村
役
場
に
お
い
て
、

市
町
村
顕
彰
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
村
で
は
平
成
27
年
5
月
9
日
以
降
村

内
で
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
事
故
件

数
0
件
が
継
続
さ
れ
て
お
り
、
平
成
30

年
2
月
2
日
で
1
0
0
0
日
を
経
過
し

ま
し
た
。今
回
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

長
野
県
交
通
安
全
推
進
本
部
長
よ
り
賞

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
村
で
は
現
在
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡

事
故
件
数
0
（
ゼ
ロ
）
が
継
続
中
で

す
。
今
後
更
に
継
続
日
数
が
伸
ば
せ
る

よ
う
、
日
頃
の
安
全
運
転
等
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

　
5
月
19
日
㈯
か
た
く
り
ホ
ー
ル
に

お
い
て
安
協
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
度
は
役
員
任
期
の
年
と
な
り
、

会
長
の
南
雲
均
氏
（
月
岡
）
が
任
期
満

了
を
迎
え
退
任
さ
れ
、
新
会
長
に
は

関
澤
秀
昭
氏
（
天
代
）
が
着
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
以
下
は
平
成
30
年
度
の
新
役
員
と
な

り
ま
す
。

・
会
　
長
　
関
澤
秀
昭 

氏（
天
代
）

・
副
会
長
　
髙
橋
　
修 

氏（
青
倉
）

・
副
会
長
　
福
原
一
男 

氏（
小
赤
沢
）

・
女
性
部
長
　
油
科
里
美 

氏（
平
滝
）

・
女
性
副
部
長
　
山
田
久
美
子 

氏（
森
）

　
総
会
で
は
、
平
成
30
年
度
予
算
も
承

認
さ
れ
、
昨
年
度
同
様
会
費
額
に
つ
い

て
は
、
全
戸
世
帯
一
律
3
0
0
円
、
事

業
所
に
つ
い
て
は
3
，
0
0
0
円
と
い

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
各
地
区
の
区
長
様
を
通
じ
て
集

金
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
交
通
安
全
協
会
事
務
局
（
総
務
課
）

　
☎
０
２
６
９
―

８
７
―

３
１
１
１

　
日
本
の
自
動
車
保
有
台
数
は
、
平
成

29
年
12
月
末
現
在
で
8
，
1
9
5
万
台

を
超
え
て
お
り
、
自
動
車
が
国
民
生
活

に
欠
か
せ
な
い
移
動
手
段
と
な
っ
て
い

る
一
方
、
交
通
事
故
の
発
生
状
況
は
依

然
と
し
て
厳
し
く
、
ま
た
交
通
量
の
多

い
地
域
に
お
け
る
自
動
車
の
排
出
ガ

ス
、
騒
音
等
に
よ
る
環
境
の
悪
化
が
深

刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
他
に
も
不
正
改
造
を
施
さ
れ
た
車
両

が
存
在
し
、
国
民
生
活
の
安
全
・
安
心

を
脅
か
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状

況
を
改
善
し
、
車
両
の
安
全
確
保
及
び

環
境
保
全
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民

の
安
全
、
安
心
を
確
実
に
確
保
し
て
い

く
た
め
、
関
係
省
庁
、
自
動
車
関
係
団

体
等
と
協
力
し
て
、「
不
正
改
造
車
を

排
除
す
る
運
動
」
を
全
国
的
に
展
開
し

て
お
り
、
特
に
6
月
を
強
化
月
間
と
し

て
、重
点
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
不
正

改
造
の
防
止
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
、そ
の
排
除
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
こ
ち
ら
の
サ
イ
ト
へ

w
w
w
.tenken-seibi.com

【
問
合
せ
先
】

国
土
交
通
省
　
北
陸
信
越
運
輸
局

長
野
運
輸
支
局
　
検
査
・
整
備
・
保

安
部
門

「
不
正
改
造
車
　
1
1
0
番
」

☎
０
２
６
―

２
４
３
―

５
５
２
５
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イ
ン
ド
古
典
舞
踊

　
オ
リ
ッ
シ
ー
舞
踊

公
演
開
催
！

村
の
玄
関
を
花
で

彩
り
ま
す

平
成
30
年
度

　
第
１
回
生
徒
総
会

ス
タ
ー
ト
！

　
5
月
10
日
㈭
か
た
く
り
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
イ
ン
ド
の
古
典
舞
踊
公
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
公
演
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
印
交
流

を
盛
り
上
げ
る
会
」
の
協
力
で
、
毎
年

日
本
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

同
会
よ
り
栄
村
へ
も
訪
れ
た
い
と
い
う

事
で
実
現
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
3
名
の
踊
り
手
と
4
名

の
演
奏
者
で
演
じ
ら
れ
、
会
場
の
栄

村
文
化
会
館
か
た
く
り
ホ
ー
ル
に
は
、

1
0
0
名
近
く
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
ま

し
た
。
イ
ン
ド
オ
リ
ッ
サ
地
方
の
寺
院

で
伝
承
さ
れ
て
き
た
こ
の
踊
り
は
、
曲

線
的
で
柔
ら
か
い
優
美
な
踊
り
が
特
徴

で
す
。
イ
ン
ド
独
特
の
演
奏
と
共
に
披

露
さ
れ
た
踊
り
を
会
場
の
皆
さ
ん
は
拍

手
を
送
り
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
ま
た
、
村
内
の
「
さ
か
え
田
植
え

唄
愛
好
会
」に
よ
る
踊
り
も
披
露
さ
れ
、

イ
ン
ド
と
日
本
の
舞
踊
文
化
の
交
流
の

ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
森
宮
野
原
駅
構
内
に
昨
年
か
ら
花
壇

の
整
備
を
し
、
5
月
連
休
の
半
ば
に
、

冷
た
い
霧
雨
が
降
る
な
か
、
村
長
も
自

ら
参
加
し
て
サ
ル
ビ
ア
や
日
々
草
な

ど
、
数
種
類
の
花
を
植
え
ま
し
た
。

　「
お
い
こ
っ
と
」
な
ど
列
車
に
乗
っ

て
観
光
に
来
ら
れ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、

7
ｍ
85
㎝
の
積
雪
標
柱
や
「
絆
」
祈
念

館
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
、
そ
し
て
地
元
の

皆
さ
ん
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　
5
月
14
日
㈪
栄
中
の
生
徒
に
よ
る
今

年
度
第
1
回
生
徒
総
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
上
倉
琉る

希き

生
徒
会
長
か
ら
生
徒
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
『N

o Lim
it

　
〜
あ
い
さ

つ
・
つ
な
が
り
・
挑
戦
・
行
動
〜
』
が

発
表
さ
れ
、
新
年
度
の
生
徒
会
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

は
『
サ
ブ
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
4
つ

の
こ
と
に
一
人
ひ
と
り
が
限
界
な
く
取

り
組
み
、
み
ん
な
で
栄
中
学
校
を
無
限

に
向
上
さ
せ
て
い
き
た
い
』
と
い
う
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
校
の
力

に
よ
っ
て
、
今
年
度
も
素
晴
ら
し
い
生

徒
会
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

▲村長自らも参加しました（左）

▲生徒総会の様子
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上
級
救
命
講
習
会

開
催
に
つ
い
て

5
月
25
日
に
発
生
し
た

地
震
に
よ
る
震
災
ゴ
ミ

の
処
理
に
つ
い
て

記
帳
説
明
会
の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
度

　
税
務
職
員
採
用
試
験

　
も
し
、
あ
な
た
の
大
切
な
家
族
や
友

人
が
突
然
倒
れ
た
と
き
、
あ
な
た
な
ら

何
が
で
き
ま
す
か
？

　
私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
突
然
の

ケ
ガ
や
病
気
に
お
そ
わ
れ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
、
バ
イ
ス
タ
ン

ダ
ー
（
近
く
に
居
合
わ
せ
た
人
）
が
、

適
切
な
応
急
手
当
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
救
命
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
岳
北
消
防
本
部
で
は
、
地
域
の
皆
様

に
よ
り
多
く
の
応
急
手
当
の
知
識
と
技

術
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
た
く
「
上

級
救
命
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時

・
平
成
30
年
8
月
5
日
㈰

・
8
時
30
分
〜
17
時
30
分

◇
場
所

・
岳
北
消
防
本
部
飯
山
消
防
署
講
堂

◇
募
集
定
員
　
30
名

◇
受
講
料
　
無
料

◇
申
込
締
切

・
平
成
30
年
7
月
29
日
㈰

【
問
合
せ
先
】

　
栄
分
署

　
☎
０
２
６
９
―

８
７
―

１
１
１
９

　
5
月
25
日
㈮
の
地
震
に
よ
り
発
生
し

ま
し
た
「
わ
れ
も
の
」
な
ど
の
埋
め
立

て
ゴ
ミ
に
つ
い
て
、左
記
の
期
日
ま
で
、

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
に
お
い
て
無

料
で
処
理
を
行
い
ま
す
。

　
当
日
持
ち
込
ん
で
い
た
だ
い
た
際
、

受
付
で
「
5
月
25
日
の
地
震
で
発
生
し

た
ゴ
ミ
」
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
今
回
は
埋
め
立
て
ゴ
ミ
の

み
で
燃
え
る
ゴ
ミ
等
は
受
付
け
て
い
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
期
間

　
6
月
29
日
㈮
ま
で

◇
受
付
時
間

・
平
日
　
午
前
8
時
45
分
〜
正
午

　
午
後
1
時
〜
午
後
4
時
45
分

・
第
1
、
3
土
曜
日
　

　
午
前
8
時
45
分
〜
午
前
11
時
45
分

※
そ
の
他
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
住
民
福
祉
課
　
生
活
福
祉
係

　
☎
０
２
６
９
―

８
７
―

３
１
１
４

【
問
合
せ
先
】

　
信
濃
中
野
税
務
署
個
人
課
税
務
部
門

　
☎
０
２
６
９―
２
２―
３
１
５
１

　
信
濃
中
野
税
務
署
で
は
、
左
記
の
と

お
り
帳
簿
の
記
帳
の
仕
方
等
に
つ
い
て

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
説
明
会
で
使
用
す
る
資
料
は

当
日
配
布
し
ま
す
。

　
税
務
署
や
国
税
局
で
「
税
の
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
」
と
し
て
勤
務
す
る
税
務
職

員
（
国
家
公
務
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

◇
受
験
資
格

1
　
平
成
30
年
4
月
1
日
お
い
て
高
等

学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
3
年
を

経
過
し
て
い
な
い
者
及
び
平
成
31
年

3
月
ま
で
に
高
等
学
校
又
は
中
等
教

育
学
校
卒
業
見
込
み
者

2
　
人
事
院
が
右
記
に
掲
げ
る
者

◇
試
験
程
度
　
高
等
学
校
卒
業
程
度

◇
申
込
方
法

【
原
則
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

【
受
付
期
間
】

　
平
成
30
年
6
月
18
日
〜
27
日

◇
試
験
日

　
第
一
次
試
験
　
平
成
30
年
9
月
2
日

　
第
二
次
試
験
　
平
成
30
年
10
月
10
日

〜
19
日
の
い
ず
れ
か

【
問
合
せ
先
】

　
人
事
院
人
材
局
試
験
課

　
☎
０
３
―

３
５
８
１
―

５
３
１
１

対象者 開催
日時 開催時間 開催会場 対象

地区

農業取得のある方
（青色及び白色申告者）

６月
26日㈫

午前10時から
１時間半程度

中野市民会館
２階41号
会議室

中野市三好町
１-３-12

管内
全市町村

営業取得又は不動産
所得のある方

（青色及び白色申告者）

６月
26日㈫

午後２時から
１時間半程度
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マ
桜
で
全
員
で

の
記
念
写
真
を

撮
り
ま
し
た
。

　
屋
敷
で
は
、

布
岩
と
屋
敷
集

落
の
調
和
、
ま

た
公
衆
ト
イ
レ

が
綺
麗
だ
と
何

人
か
が
話
し
、

上
野
原
の
天
池
の
周
り
が
整
備
さ
れ
て
い

て
、
9
月
の
夢
灯
で
は
池
の
中
か
ら
林
の

中
へ
灯
火
が
と
も
さ
れ
る
と
い
う
説
明
を

聞
き
ま
し
た
。

　
天
池
か
ら
後
ろ
を
眺
め
る
と
鳥
甲
山

が
、「
わ
ぁ
ー
」
と
言
う
声
が
し
て
い
る
。

山
ば
か
り
の
村
の
中
で
、
こ
の
鳥
甲
山
は

特
別
に
美
し
い
。

　
切
明
の
雄
川
閣
で
は
秋
山
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
石
川
さ
ん
、
杉
森
さ
ん
、
川
音

さ
ん
の
三
人
が
待
っ
て
い
て
く
れ
、
宴
会
で

自
己
紹
介
と
栄
村
の
話
な
ど
を
し
て
い
た

だ
き
、
と
て
も
楽
し
く
賑
や
か
で
し
た
。

　
川
縁
の
野
天
風
呂
の
湯
加
減
も
ち
ょ
う

ど
良
く
、
協
力
隊
と
雄
川
閣
の
方
々
の
見

送
り
を
受
け
な
が
ら
雄
川
閣
を
後
に
し
ま

し
た
。

　
帰
り
道
、松
尾
議
員
の
上
手
な
案
内
で
、

大
瀬
の
滝
を
見
な
が
ら
、
林
道
か
ら
屋
敷

の
不
動
滝
へ
、
見
玉
不
動
尊
の
お
参
り
を

し
て
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
の
楽
し
い
笑
い
声
が

と
て
も
印
象
的
で
今
で
も
頭
の
中
で
よ
み

が
え
り
ま
す
。

郷
土
料
理
研
究
家

横
山
タ
カ
子
先
生
の

講
演
会
、試
食
会
を
開
催

　
特
命
対
策
課
で
は
、村
の
「
郷
土
食
」

に
注
目
し
て
い
ま
す
。
村
の
郷
土
料
理

を
、
村
民
自
身
が
誇
れ
る
も
の
と
し
て

次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
、

そ
し
て
村
外
か
ら
来
た
く
な
る
村
づ
く

り
の
き
っ
か
け
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
昨
年
よ
り
、
郷
土
料
理
研
究
家

の
横
山
タ
カ
子
先
生
を
招
き
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
き
な
が
ら
試
作
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
今
回
、
そ
の
横
山
先
生
の
講
演
会
と

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
料
理
の
試
食
会

を
開
催
し
ま
す
。
当
日
の
料
理
に
つ
い

て
は
、
横
山
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
取

り
入
れ
た
「
一
汁
三
菜
」
料
理
を
村
の

女
性
達
が
調
理
し
、
提
供
す
る
予
定
で

す
。
試
食
会
は
、
一
名
5
0
0
円
で
限

定
30
食
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
試

食
会
に
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
下
記
連

絡
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
横
山
先
生
ア
ド
バ
イ
ス

　
　
　
　
　
　
　一
汁
三
菜
試
食
会
》

※
限
定
30
食
　
要
予
約
（
先
着
順
）

◇
日
時

　
平
成
30
年
7
月
7
日
㈯
　
11
時
半

◇
場
所
　
吉
楽
旅
館

《
横
山
先
生
講
演
会
》
※
参
加
無
料

◇
日
時

　
平
成
30
年
7
月
7
日
㈯
　
13
時
半

◇
場
所
　
か
た
く
り
ホ
ー
ル

【
問
合
せ
先
】

　
特
命
対
策
課

　
☎
０
２
６
９
―
８
７
―
３
１
１
１
（
代
表
）▲一汁三菜料理イメージ ▲横山タカ子先生

▲記念撮影

▲雄川閣での食事会の様子

　
前
日
の
夜
は
雪
が
降
っ
た
が
、
今
日
は

晴
天
の
4
月
26
日
。

　
森
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
会
員
で
も
あ
る

松
尾
議
員
の
案
内
で
オ
オ
ヤ
マ
桜
満
開
の

秋
山
郷
へ
。

　
最
初
の
案
内
は
、
通
称
「
見
玉
の
石
落

と
し
」
と
呼
ば
れ
る
中
津
川
の
対
岸
に
あ

る
絶
壁
で
、
こ
の
石
落
と
し
を
望
む
こ
と

が
出
来
る
場
所
は
、
見
玉
集
落
の
有
志
の

方
が
荒
れ
果
て
た
農
地
を
池
や
駐
車
場
に

整
備
し
、
絶
壁
を
見
渡
せ
る
公
園
へ
と
生

ま
れ
変
わ
ら
せ
た
と
聞
き
、
そ
の
絶
景
と

す
ば
ら
し
い
仕
事
に
驚
き
で
し
た
。

　
前
倉
橋
で
は
、
橋
の
上
か
ら
見
え
る
ま

ぼ
ろ
し
の
滝
（
雪
解
け
水
で
で
き
る
こ
の

時
期
だ
け
の
み
見
ら
れ
る
滝
の
事
）
と
、

朝
日
が
照
ら
す
オ
オ
ヤ
マ
桜
が
と
て
も
綺

麗
で
、
逆
巻
の
猿
飛
橋
、
屋
敷
橋
ふ
も
と

で
は
、
ま
ぼ
ろ
し
の
滝
と
一
面
の
オ
オ
ヤ

「
オ
オ
ヤ
マ
桜
満
開
の
秋
山
郷
へ
」
　

　森
老
人
ク
ラ
ブ
永
寿
会

　斎
藤
松
太
郎

老
人
ク
ラ
ブ
たより
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『
東
京
栄
村
会
』

総
会
・
集
い

　

４
月
22
日
㈰
に
「
東
京
栄
村
会
」
の

総
会
と
集
い
が
、東
京
の
「
北
と
ぴ
あ
」

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
栄
村
出

身
者
及
び
栄
村
と
関
係
の
あ
る
方
々
が

集
ま
り
、
平
成
30
年
３
月
末
で
の
会
員

数
は
１
８
０
名
、サ
ー
ビ
ス
会
員
44
名
、

友
諠
団
体
22
団
体
で
結
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

村
か
ら
は
村
長
や
村
議
会
議
員
な
ど

19
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
集
い
で
は
栄

村
の
演
歌
歌
手
、
島
田
美
代
さ
ん
の
歌

や
「
さ
か
え
田
植
え
唄
愛
好
会
」
の
皆

さ
ん
の
踊
り
な
ど
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
会
場
の
入
り
口
付
近
で
は
毎
年
会

員
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
、
栄
村
の
季
節
の
山
菜
や
野

菜
、
き
の
こ
な
ど
を
販
売
し
、
た
く
さ

ん
の
品
物
を
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
４
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
「
苗
場

会
」
や
、
こ
の
「
東
京
栄
村
会
」
な
ど

栄
村
を
愛
し
応
援
し
て
く
だ
さ
る
郷
土

の
会
は
栄
村
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な

『
会
』
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
良
き

繋
が
り
が
保
て
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

▲東京栄村会会長　上辻氏（左） ▲全員での記念撮影

❖❖
村
史
編
纂
室
か
ら
⑭
❖❖

第
２
回
執
筆
者
会
議
開
催

　

栄
村
史
編
纂
の
「
調
査
・
執
筆
員
」

は
歴
史
編
22
名
、
自
然
編
10
名
、
計
32

名
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
が
、
去
る
５
月

13
日
㈰
に
笹
本
監
修
の
出
席
を
得
て
、

第
２
回
目
の
執
筆
者
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

午
前
は
村
内
視
察
研
修
と
い
う
こ
と

で
、
村
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
東
部
・
西
部
・

水
内
の
史
跡
・
遺
跡
等
を
巡
り
ま
し
た
。

　

午
後
は
か
た
く
り
ホ
ー
ル
に
お
い

て
全
体
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

か
ら
２
ヵ
年
の
調
査
期
間
を
経
て
、

２
０
２
０
年
度
に
執
筆
原
稿
を
ま
と

め
、
２
０
２
１
年
度
中
の
発
刊
を
目
指

す
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
ま
し
た
。

調
査
に
よ
る
新
た
な
発
見
等
は
「
歴
史

講
座
」や「
自
然
講
座
」及
び「
報
告
会
」

で
お
知
ら
せ
し
、
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら

は
情
報
提
供
い
た
だ
く
と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

村
史
は
歴
史
編
と
自
然
編
の
２
分
冊

で
発
刊
し
ま
す
が
、歴
史
編
は
縦
書
き
、

２
段
組
み
で
約
６
０
０
頁
、
文
体
は
平

易
な
「
で
あ
る
調
」
を
原
則
と
す
る
執

筆
要
項
も
確
認
し
ま
し
た
。
自
然
編
は

横
書
き
約
２
０
０
頁
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
本
格
的
な
調
査
・
研
究

期
間
と
な
り
ま
す
。
史
跡
・
遺
跡
、
ま

た
自
然
の
調
査
活
動
は
村
全
域
に
及

び
、
夜
間
に
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
自
然
編
の
執
筆
員
は
腕
章
を
着
用

し
、
車
に
は
「
村
史
編
纂
調
査
中
」
と

い
う
表
示
を
す
る
予
定
で
す
。
村
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

▲（箕作）常慶院を見学
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秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.36

　

６
月
は
梅
雨
の
時
期
で
す
ね
。
み
な
さ

ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
季
節

は
少
し
逆
戻
り
し
ま
す
が
、
冬
～
春
に
行

っ
た
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

こ
の
冬
、樹
液
の
採
取
方
法
を
教
わ
り
、

カ
エ
デ
と
シ
ラ
カ
バ
の
樹
液
を
採
取
し
ま

し
た
。
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
失
敗
を
し

な
が
ら
現
在
も
進
め
て
い
ま
す
。
カ
エ
デ

の
樹
液
の
採
取
時
期
は
、冬
だ
っ
た
た
め
、

樹
液
が
変
質
し
に
く
か
っ
た
の
で
す
が
、

シ
ラ
カ
バ
の
樹
液
が
出
て
き
た
の
は
、
雪

が
消
え
、
虫
が
出
始
め
た
時
で
し
た
。
温

か
く
な
る
と
、
２
日
～
３
日
で
腐
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
樹
液
を
採
取
で
き
る
期
間
は

お
お
よ
そ
２
週
間
と
い
わ
れ
、そ
の
間
は
、

ど
ん
ど
ん
出
て
き
ま
す
。
冷
凍
庫
が
す
ぐ

に
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
20
リ
ッ
ト
ル
近
く

腐
ら
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
保
存
の
容
器

が
無
く
な
り
、
ど
の
よ
う
に
保
存
し
た
ら

よ
い
か
悩
み
ま
し
た
。
地
域
の
方
に
、
袋

に
入
れ
て
冷
凍
庫
に
平
ら
に
重
ね
る
ア
イ

デ
ィ
ア
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

う
か
、
と
思
い
、
袋
に
入
れ
て
す
で
に
冷

凍
庫
に
あ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
隙
間
に
何

も
考
え
ず
に
詰
め
込
み
ま
し
た
。
凍
っ
た

途
端
に
ぎ
ち
ぎ
ち
の
冷
凍
庫
か
ら
は
何
も

取
り
出
せ
な
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。

　

活
用
方
法
を
考
え
、
カ
エ
デ
は
自
分
で

煮
詰
め
て
メ
イ
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
に
し
ま
し

た
。
コ
ー
ヒ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
で
ご
み
を
取

り
除
い
て
い
く
と
、
最
後
の
方
に
ま
だ
樹

液
が
残
っ
て
い
る
の
に
、
２
秒
に
１
滴
ぐ

ら
い
し
か
落
ち
な
く
て
時
間
が
か
か
り
、

困
り
ま
し
た
。
シ
ラ
カ
バ
の
樹
液
は
、
保

湿
成
分
が
あ
る
と
本
に
書
い
て
あ
り
、
化

粧
水
に
ど
う
だ
ろ
う
か
、
と
思
い
、
ラ
ベ

ン
ダ
ー
の
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
混
ぜ
て
、
ど

の
く
ら
い
で
品
質
が
変
わ
る
か
素
人
な
り

の
実
験
を
し
ま
し
た
。
温
か
い
と
こ
ろ
だ

と
５
日
く
ら
い
で
に
お
い
が
変
わ
り
、
冷

暗
所
だ
と
１
週
間
く
ら
い
か
な
ぁ
と
い
っ

た
感
じ
で
し
た
。

　

化
粧
品
メ
ー
カ
ー
に
シ
ラ
カ
バ
樹
液
で

化
粧
水
が
作
れ
る
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
化

粧
品
に
す
る
に
は
、
樹
液
を
『
化
粧
品
の

原
料
メ
ー
カ
ー
』
に
出
し
て
、『
化
粧
品

の
原
料
』
に
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
津
南
の
お
菓
子
屋

さ
ん
に
も
、
親
身
に
相
談
に
の
っ
て
い
た

だ
き
、
樹
液
を
活
用
す
る
に
は
雑
菌
の
処

理
な
ど
の
問
題
を
保
健
所
な
ど
に
問
い
合

わ
せ
た
方
が
い
い
、
と
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、

プ
ロ
に
聞
く
の
が
早
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
今
後
も
、
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
活
用
方
法
を
模
索
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

川
音
枝
里
子
）

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

　

５
月
19
日
㈯
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
運
営
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

っ
て
、
何
？
と
思
わ
れ
る
方
も
い
る
と
思

い
ま
す
。
日
本
の
ジ
オ
パ
ー
ク
は
今
43
地

域
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
ジ
オ
パ
ー
ク
を
目

指
し
て
い
る
地
域
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ

の
範
囲
は
鹿
児
島
か
ら
北
海
道
ま
で
。
こ

れ
だ
け
多
く
、
広
い
範
囲
に
あ
る
と
ま
と

め
る
の
も
大
変
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
、
日

本
の
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

い
う
形
を
と
っ
て
ま
と
め
、
お
互
い
に

切
磋
琢
磨
を
し
て
い
く
仕
組
み
を
作
っ
て

い
ま
す
。
情
報
交
換
や
交
流
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
互
い
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
長
所

や
短
所
を
指
摘
し
あ
い
、「
ジ
オ
パ
ー
ク
」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
の
一
定
の
品
質
を
保
つ

よ
う
に
働
き
か
け
た
り
、
そ
れ
を
基
に
し

た
広
報
を
行
っ
た
り
、仕
事
は
様
々
で
す
。

　

ま
た
、
審
査
機
関
で
あ
る
ジ
オ
パ
ー
ク

委
員
会
と
も
協
力
し
、
審
査
等
が
円
滑
に

進
む
よ
う
に
も
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
運
営
会
議
で
は
今
秋
の
再
審
査

の
審
査
員
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
再
審
査
に
向
け
て
、
急
ピ
ッ
チ
で
作
業

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

　

こ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信
で
苗
場
山
麓
の

魅
力
の
一
端
や
ジ
オ
サ
イ
ト
等
の
紹
介
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
他
の
ジ
オ
パ
ー
ク
に

目
を
向
け
て
み
る
の
も
面
白
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

栄
村
と
全
く
違
う
風
土
を
持
っ
た
地
域

が
日
本
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
島
で

あ
っ
た
り
、雪
が
全
く
降
ら
な
か
っ
た
り
。

も
し
旅
行
に
出
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
行
く
前
に
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
言

葉
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
時
間
を
い

た
だ
け
れ
ば
、
そ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

（
文
責　

越
智
）

㊲

ジ
オ
パ
ー
ク
お
宝
巡
り
の
お
知
ら
せ

【
日
時
・
内
容
】

　

６
月
16
日
㈯　

９
時
～
15
時
30
分

　

山
伏
山
や
栄
村
の
「
絆
」
な
ど
、
千
曲
川

の
北
側
を
散
策
し
ま
す
。

　

参
加
無
料
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
持
ち
物
】

　

帽
子
・
昼
食
・
飲
み
水
・
林
を
歩
い
て
も

大
丈
夫
な
服
装

【
申
込
み
・
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
】

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

☎
０
２
５
─

７
６
５
─

１
６
０
０

※
ジ
オ
ガ
イ
ド
養
成
講
座
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
認
定
試
験
の
受
験
を
考
え
て
い
る
方

　

は
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。
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よ りだ健保

　先月は、子どものからだの発達には順番があることをお伝えしました。身体の使い方や手先が不器用だっ
たり、成長段階のお子さんには、様々な感覚の栄養をいれてあげることが必要です。昔の遊びは、感覚を使
う遊びが主流でしたが、いまはスマホやゲームなど遊びの変化に伴い感覚遊びが減ってしまったため、大人
が感覚の栄養を意識して与えてあげる必要があります。できるだけ小さいうちから、経験させてあげましょ
う。体幹がしっかりしたり、肩や手などいろんな部位を使って運動することで、椅子に座っても姿勢が崩れ
にくかったり、筆圧があがったり紙をしっかり押さえたりと学習の場面にもつながっていきます。感覚の栄
養で大事な３つの感覚については、以下の遊びを参考にしてください。

　これからの季節、外でからだをいっぱい動かしながら、いろんな感覚の栄養をお子さんにあげてみてくだ
さい!!

総合健診がはじまります！

今月号は、
乳幼児の運動発達パート②について

子育てお
たより

子育てお
たより

子育てお
たより

次回は、子育て中の保護者を対象に新規事業として始めた「あそびの教室」についてお伝えします。

●「触覚」を使った遊び
砂遊び、粘土、ままごと、布団歩き、こちょこちょ・ふれあい遊び　等

●「前庭覚」を使った遊び
ブランコ・すべり台（スピード感じる）、平均台（バランス意識する）、シーツそり等

●「固有覚」を使った遊び
鉄棒、トランポリン、ジャングルジム、しがみつき遊び、手押し車　等

総合健診の受診で健康づくりスタンプカードに１pt分のスタンプがつきます！

ご相談は、健康増進係【☎0269-87-3020】までお願いいたします。

平成31年３月31日時点での年齢です

種　　類 対 象 者 料　　金 内　　容 場所、日時

特 定 健 診 20〜74歳
国保加入者

1,200円
（70歳〜無料）

生活習慣病の有無を調べます。
・身体測定　・血圧測定　・血液検査
・尿検査（検尿容器の提出）
・医師の診察　・心電図検査（検診車）

栄村役場
かたくりホール

・６月23日㈯
・６月24日㈰

秋山とねんぼ

・６月25日㈪

後期高齢者健診 75歳以上 無　料

肝 炎 検 診 40歳以上
（未検査の方） 600円 ・血液検査

胃 が ん 検 診 35歳以上 1,300円
・空腹の状態でバリウムを飲みます。
　上下左右に動く検査台に乗ります。
　胃内部の動きをレントゲン撮影しま
す。

大腸がん検診 40歳以上 500円 ・便潜血検査（検便容器の提出）

前立腺がん検診 50歳以上 900円 ・血液検査
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　「カヤの平」は志賀高原の北側に広がる標高1,400ｍ
～1,700ｍの高原です。樹齢300年を超えるブナの原生
林や高山植物の宝庫で、北ドブ湿原で見られるミズバ
ショウ（６月上旬～中旬）やニッコウキスゲ（７月上
旬～下旬）の美しい群生は圧巻です。遊歩道、キャン
プ場、ロッジ、牧場などがあり、ガイドが案内するト
レッキングプランもご用意しています。（予約要）
　貴重な大自然を体感に、カヤの平高原へ出掛けてみ
ませんか。
◇問い合わせ　木島平観光株式会社� 電話0269-82-4404
　　　　　　　（案内所衛星携帯090-8025-4288）
＊施設を利用するには予約が必要です。

・The 4100D Mountain Trail in Nozawa Onsen
　標高差4100ｍ、日本屈指のコースにチャレンジ！
　日程：７月14日㈯～16日㈷
　http://s-mountain.com/nozawa
・NOZAWAONSEN VERTICAL KILOMETER
　（Skyrunner Japan Series）
　日程：７月14日㈯　http://s-mountain.com/nozawa/
　申込み締切：６月24日㈰
　問い合わせ：s-mountainトレイル事務局
　　　　　　　trail@s-mountain.com

グリーンシーズン到来
夏のカヤの平高原でリフレッシュ♪ S-Mountain The4100D

マウンテントレイルin野沢温泉2018
S-Mountain 野沢温泉バーティカル

キロメーター 2018

　昨年の秋に完成した河岸段丘と信濃川の展望台（通
称：川の展望台）。標高450ｍから目の前に広がる信濃
川や中津川、河岸段丘を一望できます。
　５月中旬から下旬にかけて、田植え作業の真っ最
中！水田いっぱいに水をはり、まわりの景色が鏡のよ
うに映り込みます。
　展望デッキに一歩踏み出せば、目の前に広がる津南
町の街並みがまさに壮観です。

　現役明治大学生による実力派オーケストラの演奏会
です。ぜひ、この機会にご来場ください。

■日　時　７月２１日㈯
■場　所　飯山市文化交流館なちゅら
■開　演　15：00（開場14：30）
■入場料　前売2,000円（当日2,500円）全席自由
　　　　　学生は前売1,000円（当日1,500円）
■問合先　飯山市文化交流館なちゅら
	 　〒389-2253　飯山市大字飯山1370-1
	 　TEL:0269-67-0311

津南町を一望！川の展望台 明治大学マンドリン倶楽部コンサート

飯 山 市津 南 町

野沢温泉村木島平村

岳北地域＆津南情報コーナー
＋みゆき野かわら版 津南情報

▲自分の家や学校を指さす子どもたち



広 報 さ か え（13） 平成30年６月１日

４月火災・救助・救急出動件数

最高気温 28.9℃ ４月21日㈯

最低気温 −0.3℃ ４月９日㈪

平均気温 11.4℃ 総 雨 量 50.0㎜

栄村の気象（４月）

世帯数 836世帯 前月比＋２
人　口 1,898人 −１
男 918人 −１
女 980人 ±０

出生 0
死亡 8
転入 9
転出 2

世帯と人口（５月１日現在） ４月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 1 1 106 飯山日赤� 3

津南病院� 6
そ の 他� 9
不 搬 送� 0
合　　計� 18
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 0 16

野沢温泉村 0 0 22

栄 村 2 1 18

管 轄 外 等 0 0 0

火の始末　その目その手で　確実に

６月の納税等
○村民税　　　　　　　　○軽自動車税
○国民健康保険税　　　　○介護保険料
○後期高齢者医療保険料　○村営住宅料
○ケーブルテレビ使用料　○教員住宅使用料
○合併浄化槽使用料　　　○保育料
○農業集落排水処理使用料
○簡易水道料　　　　　　○温泉使用料
○温泉休憩所使用料　　　○学童保育料

◆◆ 編集後記 ◆◆
　６月24日に行われるポンプ操法大会に向け、
各分団の代表として出場される選手の皆さん
は、規律とタイムの向上を目指し連日夜遅くま
で練習を行っています。
　各分団優勝を目指し、気合の入った様子で取
り組んでいます。
　選手の真剣な表情と息の合った動作を見に、
操法当日スキー場へ行ってみませんか？

生活カレンダー６月
７
日
㈭　

金
婚
式
【
か
た
く
り
ホ
ー
ル
】

９
日
㈯　

み
ど
り
の
少
年
団
交
流
集
会【
野
沢
温
泉
村
】

11
日
㈪　

祖
父
母
参
観
【
栄
小
】

12
日
㈫　

園
開
放
日
【
北
信
保
育
園　

9
時
】

16
日
㈯　

ジ
オ
パ
ー
ク
お
宝
め
ぐ
り【
津
南
町　

9
時
】

17
日
㈰
～
20
日
㈬　

栄
村
通
学
合
宿
【
箕
作
公
民
館
】

24
日
㈰　

栄
村
ポ
ン
プ
操
法
大
会【
ス
キ
ー
場　

9
時
】

26
日
㈫　

園
開
放
日
【
北
信
保
育
園　

9
時
】

７
月
１
日
㈰　

自
然
学
校
【
9
時
】

８
日
㈮　

女
性
セ
ッ
ト
検
診
【
役
場
地
階　

9
時
】

11
日
㈪　

お
達
者
会
【
五
宝
木
公
民
館　

10
時
】

12
日
㈫　

お
達
者
会
【
横
倉
公
民
館　

10
時
】

13
日
㈬　

子
育
て
相
談
日
【
集
団
検
診
室　

9
時
】

　
　
　
　

お
達
者
会
【
箕
作
公
民
館　

10
時
・

小
赤
沢
公
民
館　

14
時
】

14
日
㈭　

お
達
者
会
【
青
倉
公
民
館　

10
時
・

和
山
公
民
館　

10
時
】

15
日
㈮　

あ
そ
び
の
教
室
【
北
信
保
育
園　

9
時
半
】

　
　
　
　

お
達
者
会
【
極
野
公
民
館　

10
時
】

20
日
㈬　

お
達
者
会
【
志
久
見
公
民
館　

10
時
・

長
瀬
公
民
館　

14
時
】

26
日
㈫　

お
達
者
会
【
月
岡
公
民
館　

10
時
】

27
日
㈬　

お
達
者
会
【
泉
平
公
民
館　

10
時
】

28
日
㈭　

お
達
者
会
【
大
久
保
・
白
鳥
公
民
館 

10
時 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

屋
敷
・
平
滝
公
民
館 

14
時
】

29
日
㈮　

乳
児
健
診
【
集
団
検
診
室　

13
時
】

30
日
㈯　

元
気
ア
ッ
プ
教
室
【
箕
作
周
辺　

9
時
】

７
月
２
日
㈪　

幼
児
健
診
【
集
団
検
診
室　

13
時
】

行
事
予
定

健
康
ガ
イ
ド

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　７月２日㈪です
口座振替日
　農協・郵便局　　　６月22日㈮
　八十二銀行・県信　６月25日㈪

裕



（14）の ぞ み平成30年６月１日

　平成29年７月の委員改選で、新制度の農業委員会に移行しました。住民によ
る選挙で選ぶ制度から、村長が農業委員10名を任命する制度に変わり、新たに
設置された農地利用最適化推進委員４名は農業委員会から委嘱されました。新
体制の農業委員会14名により荒廃農地の防止対策や、遊休農地の解消、新規担
い手への育成等の取組みを進めて行きます。
　平成30年度活動方針として農業委員会（14名）は以下の委員会（部会）に分
かれ、取り組みを実施する計画です。

　農地委員会
　・現状の農地のマップを作成
し、遊休農地を把握

　・農地パトロールは農業委
員・農地利用最適化推進委
員でチームを作り実施

　振興委員会
　・集落営農者へのアンケート調査実施
　・農業者等との意見交換会や補助金関係の説明会の実施

〈発 行〉
栄村農業委員会

〈編 集〉
農委編集委員会

No.81

栄
村

農
業
委
員
会
だ
よ
り

　村では安心して農地の貸し借りができる制度として、農業経営基盤強化促
進法に基づく利用権の設定を行っています。
　近年問題になっている遊休農地の発生防止・解消の観点からも「高齢や仕
事が理由で耕作ができない」「経営規模を拡大したい」という方は是非手続
きをしてください。

●この制度のメリット
　・農地法の許可が不要で手続きが簡易です。
　・期限が来れば、貸した農地は必ず返ってきます。また、離作料を支払う
必要がありません。

　・再設定により、継続して貸し借りすることもできます。

●事業の流れ
　①農地の貸し手と借り手が合意
　②「利用権設定申出書」を提出
　③農業委員会の決定
　④計画の公告
　⑤契約の成立

●申出書について
　・設定の申出書は毎月受け付けています。用紙は農業委員会事務局にあり
ます。

農地パトロール確認作業

農地の貸し借り（利用権設定）について

平成３０年度の主な事業計画
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こ
こ
数
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
ず
お
米
の

出
来
は
い
ま
ひ
と
つ
満
足
の
い
か
な
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
農
作
物

に
と
っ
て
良
い
年
と
な
る
よ
う
に
願
っ
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
の
田
ん
ぼ

に
「
ホ
ウ
ネ
ン
エ
ビ
」
は
い
ま
す
か
？
私

が
出
会
っ
た
の
は
４
年
前
で
し
た
。
田
植

え
後
の
日
々
の
水
見
で
ふ
と
、
田
ん
ぼ
の

中
を
覗
い
た
時
、
水
中
に
緑
色
の
何
か
が

う
ご
め
い
て
い
る
の
に
気
付
き
、
じ
っ
と

覗
き
こ
ん
だ
ら
緑
の
藻
を
お
腹
に
抱
え
た

２
㎝
位
の
エ
ビ
み
た
い
な
モ
ノ
が
沢
山
背

泳
ぎ
し
て
い
る
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。
不

思
議
に
思
い
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
み
る
と

「
ホ
ウ
ネ
ン
エ
ビ
」
と
の
事
で
、
全
国
に

生
息
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
25

枚
あ
る
田
ん
ぼ
の
中
で
１
枚
の
田
に
し
か

発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
集
落
の
人

達
も
今
ま
で
見
た
こ
と
が
無
い
と
言
っ
て

い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
田
ん
ぼ
に
は
い

ま
す
か
？
最
近
は
農
作
業
の
機
械
化
と
除

草
剤
に
よ
り
田
ん
ぼ
に
ゆ
っ
く
り
入
る
事

も
な
く
な
り
、
い
て
も
気
付
か
な
い
の
だ

ろ
う
か
。
こ
の
エ
ビ
が
出
た
年
は
豊
作
だ

と
の
言
い
伝
え
も
あ
る
様
で
す
が
、
昨
年

は
生
息
が
確
認
で
き
ず
米
は
未
熟
米
が
多

く
品
質
は
最
悪
で
し
た
。
皆
さ
ん
も
今
年

は
ゆ
と
り
を
持
っ
て
田
ん
ぼ
を
観
察
す
れ

ば
、
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
事
が
見
つ

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

�

広
報
編
集
委
員　

裕

編

後

集

記

　

栄
村
農
業
委
員
会
で
は
村
内
の
農
業
者
と

の
意
見
交
換
会
を
平
成
30
年
１
月
18
日
に
栄

村
役
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
意
見
交
換

会
は
各
集
落
の
農
業
改
善
組
合
の
代
表
者
、

認
定
農
業
者
、
一
般
の
農
業
者
に
呼
び
掛
け

を
し
、農
業
委
員
を
含
め
38
名
の
参
加
者
他
、

長
野
県
の
農
業
関
係
機
関
及
び
Ｊ
Ａ
融
資
関

係
の
担
当
者
を
交
え
て
、
農
業
に
関
す
る
制

度
説
明
を
行
い
、
課
題
や
政
策
要
望
な
ど
自

由
な
意
見
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る

問
題
を
共
有
し
、
課
題
解
決
を
目
標
に
開
催

し
た
も
の
で
す
。

　

意
見
交
換
で
出
さ
れ
た
一
部
意
見
の
概
要

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

　

今
回
の
「
農
業
者
と
の
意
見
交
換
会
」
に

お
い
て
、
人
と
農
地
及
び
集
落
営
農
組
織
の

問
題
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

調
査
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
あ
な
た
の
集
落
で
中
心
と
な
る
農
業
者
は

誰
で
す
か
？

・
現
在
も
将
来
も
集
落
の
中
心
と
な
る
農
業

者
は
集
落
営
農
組
織
で
あ
る
。

②
５
年
後
、
10
年
後
、
集
落
の
農
業
者
や
農

地
が
ど
の
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
か
？

・
将
来
は
、
集
落
営
農
組
織
の
体
質
強
化
を

図
り
、
各
農
家
が
行
っ
て
い
る
作
業
を
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

③
集
落
営
農
組
織
の
課
題
は
何
で
す
か
？

・
機
械
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
や
導
入
。
し

か
し
な
が
ら
、
組
織
の
存
続
が
課
題
で
あ

る
。

①
新
規
就
農
者
に
集
ま
る
農
地
は
条
件
不

利
地
が
多
い
。
農
地
整
備
が
必
要
だ
が

負
担
率
が
心
配
。
基
盤
整
備
の
負
担
を

抑
え
る
研
究
を
希
望
す
る
。

②
集
落
営
農
の
法
人
化
を
し
た
い
が
、
現

在
の
受
託
面
積
で
は
運
営
が
厳
し
い
。

規
模
拡
大
す
る
に
も
国
の
条
件
を
整
え

る
の
は
難
し
い
。

③
都
会
か
ら
来
た
若
者
が
農
業
を
始
め
よ

う
と
し
て
も
、高
齢
化
の
進
ん
で
い
る
集

落
で
は
閉
鎖
的
。
積
極
的
に
農
地
を
貸

し
て
く
れ
な
い
。何
と
か
し
て
ほ
し
い
。

農業者との懇談会

　農業者年金を受給されている皆様には毎年１回、現況
届の提出をお願いしています。
　独立行政法人農業者年金基金から郵送にて、受給され
ている皆様のお手元に現況届の提出案内が直接届けられ
ますので、住所・氏名など必要事項を記入のうえ、６月
３０日までに農業委員会事務局へ提出してください。
（※また経営移譲年金を受給されている方は、経営所得安定
対策等への申請を受給者本人名義で申請をしないようご注
意下さい。年金支給が停止される場合があります。）

野焼きは原則禁止です！
　野焼きは農業を伴う畦焼き・伐採した焼
却等やむを得ない時だけ例外となります
が、法律で原則禁止とされています。
　焼却以外の方法で処分を行うか、やむを
えず焼却をする場合も木や葉を乾燥させ、
風向き、時間帯に注意し短時間
で終わらせましょう。

「
農
業
者
と
の
意
見
交
換
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た

農業者年金を受給されている皆様へ

苦情が出てしまった時点で
違反になります！




